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効率性

所
管

区民部

年度

委託内容
なし

人認定児童数 18,211

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
17,880

子供にかかる医療費の一部を助成することにより、子供の保健の向上を図り、児童福祉の増進に寄与することを目的とす
る。

26,763

609,264

18,393

現物給付に係る医療費の審査支払事務委託、データ入力業務委託、システム
管理委託等。

一部委託

子供が健康保険証を使用して医療機関等で診療を受けたときの保険診療分に係る自己負担金と、入院時の食事代を助成
する。医療費の助成は、現物給付（区が医療機関等に支払う）と、現金給付（区が受給者に支払う）により行う。

補助金の有無

15,586

件 311,494 314,706

長期総合
計画体系

 [基本目標]

健康保険に加入する中学３年生までの子供

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅲ-２．次の世代の育成

 [施　　策]

事業区分

金銭給付

平成２８年度　事務事業評価シート

（１）安心して子育てできる環境づくり

東京都台東区子どもの医療費の助成に関する条例根拠法令等

事業対象

事務事業名 子ども医療費助成

　

子育て・若者支援課

行政計画 事業NO. 196 計画事業名
事業の開始・終了年度

子ども医療費助成

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

②子どもの健やかな育ちの支援

条例・規則

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

台東区長期総合計画策定のための基礎調査によれば、少なくとも計画期間である平成36年度
までは、年少人口の緩やかな増加が見込まれている。そのため、感染症の流行に大きく左右
されるものの、助成件数は、当分の間、緩やかな増加傾向にあると推察され、事業の維持が
必要である。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

都区間で協定を結び、都内全域において統一的に事業をおこなっており、事業の継続が不可欠である。

維持

評
価
結
果

助成件数が増加傾向にあり、子供を安心して生み、健やかに育てられる基盤となっている。

3 健康保険が適用される医療費のみが助成の対象となっており、助成の範囲が適切である。

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

医療費助成額が増加を続けている。そのため、医療証の申請時や更新時に配布するリーフレットにジェネリック医薬品
の積極的利用及び咳エチケットの励行について掲載するなど、医療費抑制を目的とした啓発活動に取り組んだ。

0

652,263

2,433

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 626,648

今後の方向性

652,810

655,149

617,158

629,081

0

650,484

0

643,921

2,339

11,228

1,779

目的達成度

２６年度 ２７年度

27,413

636,676

成果指標

15,535　人にかかるコスト（人件費など）

助成情報をシステム管理することにより、事務の効率化を図っている。また、臨時的任用職員がデータ入力し
ており、職員の超過勤務の抑制が可能となっている。

事
務
事
業
の
実
績

586,755

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

18,000

315,000 301,780助成件数

26,791

種　別 指標の名称 (単位)
（２９年度）

２５年度

　決算額　　(単位：千円) 613,545


